
大学スポーツ振興の推進（国士舘大学の取組）
【先進的モデル事業】

大学スポーツの安全・安心の確立に資する
プラットフォーム構築事業

１）救護救急体制構築のためのレジストリ推進事業

①各競技の救護救急体制の構築
・人員配置（救急救命士常駐）、AEDの適正配置、

救急車配置等
・メディカルコントロール体制の構築

・発生した事故、傷病のデータ集計、統計解析

① SFR育成プログラムの開発
（座学） （実技・シナリオ）

First AIDの重要性
法的な位置づけ
バイスタンダーサポート
疾病外傷の類例
重症度・緊急度判断

＋

傷病への基本対応
BLS+AED（含む窒息・小児）
外因・内因への対応
（脳卒中・痙攣・胸痛・熱中症など）
（頭部・頸椎外傷・胸腹部外傷・四肢骨折）

止血・創傷処置
体位・搬送方法 など

② 指導員研修（ToT：Training of Trainers）

【スポーツ分野の統括業務の実施】
【スポーツアドミニストレーターの配置】

大学のスポーツに関わる諸活動を一体的に統括する国士舘スポーツプロモーションセンター
（仮称）を設立する。アクションプランを含む４つのＷＧそれぞれにスポーツ・アドミニス
トレーターを配置し、各ＷＧを統括する各ディレクター・マネージャーをチーフ・スポー
ツ・ディレクターが統括する。スポーツ・アドミニストレーターには学生部スポーツ振興課
からサポートスタッフを配置する。

〈アクションプランB〉

〈アクションプランＡ〉

２）「スポーツ・ファーストレスポンダー（SFR)」等育成事業
１）スポーツ倫理に関する先進的大学による取り組みに係る実態調査

２）学生アスリートを対象としたスポーツ倫理・教育プログラムの開発

大学横断的かつ競技横断的総括組織創設事業
に採択された１４大学（予定）を対象に以下の
項目について実態調査を実施する。

○学修状況
○学習上の課題・不安
○メンタルヘルス
○スポーツ活動の場におけるハラスメント

○実態調査の結果等を踏まえ、スポーツ倫理・教育プログラムを開発
○e-ラーニング・プログラムとして学内配信及び学外に提供

我が国のスポーツ人材の質的向上に貢献

②調査・分析

スポーツ倫理への取り組みに関する実態調査と指導プログラムの開発


